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 ～ あなたは ひとりではない ～ 
 桜

さくら

が、私
わたし

たちの一年
いちねん

の頑張
が ん ば

りをたたえてくれるようです。 

 子育
こ そ だ

てコラムを長浜市
ながはまし

の HPに載
の

せていただき、今回
こんかい

で最終号
さいしゅうごう

 

になりました。 

 子
こ

どもの育
はぐく

みは、家庭
か て い

だけ、学校
がっこう

だけでなく、社会
しゃかい

全体
ぜんたい

で取
と

り 

組
く

むものです。こども基本法
きほんほう

ができ、こども大綱
たいこう

ができました。 

“子
こ

どもの最善
さいぜん

の利
り

益
えき

”これが共通
きょうつう

の目標
もくひょう

です。 

 この vision（ビジョン）を達成
たっせい

するために、mission（ミッション）を掲
かか

げて、具体的
ぐたいてき

な

action（アクション）を passion（パッション）“情熱
じょうねつ

・熱
あつ

き想
おも

い”をもって起
お

こします。

子
こ

どもに関
かか

わる皆様
みなさま

は、社会
しゃかい

の 宝
たから

である子
こ

どもへの愛
いと

しみを抱
いだ

きつつ、それでも上手
う ま

くい

かない毎日
まいにち

に、お疲
つか

れのこともあろうかと思
おも

います。人
ひと

によって得手
え て

不得手
ふ え て

もあります。で

も、皆様
みなさま

の情熱
じょうねつ

をチームで紡
つむ

いでいければ、きっと子
こ

どもの未来
み ら い

は拓
ひら

くことでしょう。チ

ームができなくても、たった一人
ひ と り

でもよいので、 心
こころ

が許
ゆる

せる仲間
な か ま

がいると子
こ

育
そだ

ての困難
こんなん

が

切
き

り拓
ひら

けます。 

そして、子
こ

育
そだ

ては一人
ひ と り

で頑張
が ん ば

らなくてよいそうです。 私
わたし

の恩師
お ん し

は、社会
しゃかい

で困難
こんなん

な 状 況
じょうきょう

に晒
さら

されている人
ひと

の人権
じんけん

保障
ほしょう

の観点
かんてん

として、「社会的
しゃかいてき

包摂
ほうせつ

（ソーシャルインクルージョン）」

を教
おし

えて下
くだ

さいました。包摂
ほうせつ

とは安心
あんしん

安全
あんぜん

の毛布
も う ふ

で包
つつ

み込
こ

むようなことです。子
こ

どもの人権
じんけん

保障
ほしょう

を真
ま

ん中
なか

にする町
まち

づくりは、一番
いちばん

弱
よわ

い立場
た ち ば

の子
こ

が安心
あんしん

安全
あんぜん

に暮
く

らせる社会
しゃかい

の実現
じつげん

です。

誰
だれ

一人
ひ と り

ひとりぼっちにならない、人
ひと

との「つながり」が大切です。 

 最後
さ い ご

に、“ 志
こころざし

は高
たか

く、愛
あい

は深
ふか

く”  

 人
ひと

それぞれ、目指
め ざ

す生
い

き方
かた

も子育
こ そ だ

て観
かん

も違
ちが

います。大人
お と な

は子
こ

どもにとって、お手本
て ほ ん

です。

この激動
げきどう

する不安定
ふあんてい

で、不確実
ふかくじつ

な社会
しゃかい

であっても建設的
けんせつてき

で、肯定的
こうていてき

に、困難
こんなん

をもしなやかに

切
き

り拓
ひら

く大人
お と な

を、身近
み ぢ か

で感
かん

じることができたらどれほど子
こ

は学
まな

びが大
おお

きいことでしょう。 

 是非
ぜ ひ

、子
こ

どもの前
まえ

にいるあなた様
さま

をどうか心身
しんしん

ともにご自愛
じ あ い

くださいませ。 

 今
いま

までかけはしコラムをご愛読
あいどく

いただき、誠
まこと

にありがとうございました。 
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